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	自噴高測定調査
	①1.0m以上の自噴高を示す井戸は、千保川と祖父川に挟まれた地域に分布しており、下流側および庄川、小矢部川に近くなるにつれて自



	河川の流況（同時流量観測結果）
	
	
	庄川本川では、雄神橋～太田橋の左岸から3m3/s前後の河川水が小矢部川方向に伏没涵養し、太田橋～中田橋間の左右岸から＂
	平成14年2月8日の同時流量観測結果によれば、庄川扇状地域から小矢部川本川へは40m3/s程度の地下水・地表水の流出がある�
	なお、庄川本川からの伏没量と小矢部川本支川への湧出量の差分は30m3/s余りと見積もられる。この量は主に水田等からの地下水涵�



	地下水利用アンケート結果
	
	
	井戸の分布は扇状地全域に拡がっているが、特に砺波市、高岡市、新湊市の市街地周辺域に多くの井戸が集中している。（図2-18参照）
	集計結果によれば調査範囲内の年間揚水量は約6000万ﾄﾝで、このうち高岡市と砺波市の両市で半分以上を占めている。�

	地下水の用途別・市町村別揚水量
	季節変化
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